
産業情報いわて 13

◆インキュベートルームとは  
 企業成長を支援するための
施設で、創業間もない企業等
に低額で貸与するマリオス7
階のオフィススペース。入居
者に対しては総合的な支援
を実施している。 

　盛岡市盛岡駅西通2-9-1マリオス7F 
　TEL 019-621-5277 
　FAX 019-621-5287 
 
 
 

　ホームページ 
　http://www.iwate-incu.jp/̃lang 
　Eメールアドレス 
　lang＠iwate-incu.jp 

株式会社ラングの森さん（右）と横山さん。すでに
このシステムを使って花巻市上台Ⅰ遺跡の石器の
図化記録も行った。将来的にはシステム自体をロイ
ヤリティを支払ってもらう形式で貸与も考えている
という。 
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1 3Ｄ計測 
　3次元計測器で、遺
物の形状をデジタルデ
ータとして取り込み
「CORE」を作成。 

2 データ処理 
　CORE DATAを基礎にデ
ータ処理を行い、目的に応じ
たOUT PUTDATAを作成。 

3 データ整理 
　CORE DATA及
びOUTPUT DATA
を適切に整理し、
DATA BASEにコ
ンパクトに格納。 

4 データの活用 
　DATABASEに
格納したデータを公
開・検索など、活用し
やすい形で管理。 

株式会社ラング 

考古学の世界に新風を吹き込むシステム開発 
　道路建設や大規模施設の建築の際、遺跡が発見されると調査報告が
義務づけられている。学術上貴重な遺跡ではあるが、発見された遺物の
描画から報告書づくりまで、そのほとんどが人手に頼らざるを得ないのが
現状だ。今回紹介する株式会社ラングは、この方法に産学官の連携から
生まれたコンピュータを使ったシステムを取り入れ、飛躍的な時間の短縮
と高精度化を図ることに成功した。 
 
岩大・横山研究室が基点に 
 ラングの代表取締役社長である森一

夫さんは創業のきっかけを次のように語

った。 

　「私がコンピュータ関連のソリューショ

ンを提供する会社に勤務していた当時

から、岩手大学工学部情報システム工

学科の横山隆三教授の研究室とおつ

き合いさせていただいていました。その

中で、これまで人力に頼らざるを得なか

った石器などの描画がコンピュータでで

きる技術を知り、『これはいける』と思っ

たんです。」 

　遺跡を発見した場合、文化財保護法

により調査・発掘が義務づけられ、立地

から出土品の報告、描画までをまとめた

報告書が作られる。 

　「この報告書づくりが一苦労なのです。

特に凹凸の多い土器や石器の描画は、

一点一点を定規やデバイダーなどであ

らゆる部分を測り、表裏、上下、左右

の６面を図にして残します。描く人の

技量や遺物にもよりますが、１人１日が

かりで１点ぐらいしか仕上げられないで

しょう。」 

　例えば３００点の出土品があれば、単

純に１人で３００日、２人でも１５０日もの日

数が必要となり、時間的にも人件費的

にも非常な負担を強いられる。 

　横山研究室とラングが開発したシス

テムは、この描画をコンピュータで測定・

解析することで飛躍的なスピードアップ

が図れるものだ。 

 

考古学の謎をとくカギに 
　システムは横山研究室が開発した「３

次元計測器」で遺物の凹凸ラインをデ

ジタル化することから始まる。この後、デ

ータ処理を行えば、報告書に必要な遺

物の外形線の抽出や３Ｄ化、寸法の計

測図など必要なデータを出力できる。し

かもデータ処理までならスピードは従来

の20倍。今後開発を進めれば、最終的

にはさらにその数倍まで上げられるという。

技術部門を担当する横山真取締役は、

この技術がそれだけにとどまらないという。 

　「遺跡の報告書も大事ですが、本来

こうしたデジタルアーカイブは、過去の流

れを読みとるために必要なのです。古

に生きた人々はどんなふうに移動し、文

化を伝えたか。どんなふうに技術が進

歩していったかをこのシステムを使うこ

とで解析できるようになると思います。」 

　例えばAという場所で発見された石

器が、離れた場所であるBで見つけた

石器と接合面が一致すれば、両遺跡の

関連性を探る大きな手がかりとなる。こ

れまでの想像や仮説だけではなく、より

高精度なデジタルデータならではの裏

付けが可能になるのだ。 

 

地理的なデータベースも 
　ラングが取り組んでいるのはこれだけ

ではない。地形情報のほか、川や集水

域などが組み込まれた地理情報システ

ムに、遺跡データを組み入れたデータベ

ースを構築している。 

　「このデータベースの構築は、各所の

遺跡アーカイブが『枝』とするなら『幹』

の役割になります。最近弥生時代の始

まりが５００年ほど前だったことが科学的

な根拠から発表されました。このデータ

ベースも、全国の遺跡分布を蓄積し、そ

の流れや遺跡の状況をトータルで見る

ことで、新たな発見があると思うのです。」 

　遺跡とデジタルデータが完全に融合

したとき、私たちの前に新たな歴史の世

界が開かれるかもしれない。 

いにしえ 
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お問合わせ先 

木質バイオマスの 
活用に向けて！ 

　最近、「バイオマス」という言葉

をよく耳にしますが、これは「再生可

能な、生物由来の資源（例えば、植

物や動物の糞尿、生ゴミ等：化石燃

料は除く）」のことです。そのなかで、

木材からなるバイオマスのことを「木

質バイオマス」と呼び、国内でも有

数の森林県である岩手では、地球

温暖化対策と林業振興の両面から

積極的な導入への取り組みが行わ

れています。 

　その一環として、当センターでは

県内企業（サンポット（株）：花巻市）

と共同で「いわて型ペレットストーブ」

を開発しました（写真参照）。石油ス

トーブと同様に着火、消火、温度調

整等全てを自動で行うことができます。

さらに、従来のペレットストーブでは、

長時間の安定燃焼が不可能であっ

た樹皮を用いたペレットにも対応で

きることが大きな特徴です。樹皮は

これまで利用価値が殆どなく、廃棄

物として処理されてきたため、本スト

ーブの開発は未利用資源である樹

皮活用の面から有効であります。 

　現在、県内5箇所（県庁県民室、

当センター等）に設置しております

ので、お近くをお通りの際はぜひご

覧下さい。 

　なお、このストーブは今年秋の商

品化を目指しています。 
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以下の条件のいずれかを満たす企業は 
最長10年、１億円まで貸与できます。 
①　中小企業創造活動促進法の認定企業 
②　中小企業経営革新支援法の承認企業 
③　ISO9000／ISO14000の認証取得企業 
④　加工高に対する県内企業への外注比率が10％以上の企業 
⑤　県内企業５社以上へ下請発注している企業 
⑥　県内企業への下請発注額が年間1,000万円以上の企業 
⑦　申請する設備を設置することで④～⑥に該当する企業でも可 

法人の場合　2名以上 
個人の場合　１名以上 
（申込額2,000万円以下の場合） 

★　リース期間 
　　原則として5年（利率1.860%）か7年
（利率1.382%）となります。 
★　対象企業 
　　従業員20名以下(小売・卸・サービス業
は5名以下)の中小企業。 

　　20名を超え50名以下の企業も利用できますが、
条件がありますのでお問い合わせください。 

最長 
7年返済 

100万～6,000万円まで貸付 

年利 
2.3％ 

保証協会の 
保証も不要 

　利用者に代わって機械設備を当センターが
購入し、長期・低利で貸与する制度です。中小
企業であればどなたでもご利用できます。 
（一部対象外業種・設備あり） 


